
 
 
東京郊外の狭い敷地に住む筆者は、160m バンドでアマチュア無線を楽しむことを今まで考えたこと
もありませんでした。落成検査をパスするための目的で、１度だけ 160m用アンテナを過去に製作しま
したが、伝わらないし、聞こえないし、当時の筆者の技術力では全く使い物にならないアンテナでした。

ダミーロードを接続している感じです。このアンテナは落成検査が終ると原因も調べず、すぐに撤去し

たことを覚えています。そして、現在もその残骸が物入れに残っています。読者の方の中には 160mバ
ンドのアンテナを製作され、私と同じような経験をされた方も多いのではないかと思います。 
ある日、ローカル局に強く薦められタワーの接地抵抗を測定した所、3.8Ωと驚く値が得られました。
タワーの基底部は深さ 2.5mの地中に埋め、さらに基底部の下に 1m長のアース棒を 3本打ち込み大地
にアースしています。これらはあくまでも落雷対策としての呪い工事でした。しかし、この方法でとて

も良質な接地抵抗が得られていることが判り、160m バンド用シャント・フィード・アンテナ（別名タ
ワー・ドライブ・アンテナ）を製作することにしました。我が家ではローバンド特有のノイズも比較的

少なく、受信にもこのシャント・フィード・アンテナが利用できそうです。垂直系アンテナは周辺のノ

イズを強く受信することから、都会では不向きと思い込んでおりましたが、以外とよく聞こえます。狭

い敷地でも工事は簡単で、よく伝わり、よく聞こえる 160m用アンテナ・システムが整いました。毎日
世界各国から届く 160mバンドの信号をワクワクしながらワッチし、ローバンドのコンデションが良く
なる秋から冬にかけて QSOを楽しみたいと思っています。このアンテナが完成するまでは 3.5MHzの
アンテナでワッチのみしていました。これに比べ受信感度が約 20dB アップする、筆者のお気に入り
160m用アンテナ・システムをご紹介いたします。 
製作に際し、こだわり続けた筆者のコンセプトは、 
●打ち上が角をなるべく低くし、遠くへ勢いよく伝える 
●kw出力に耐えられる構造（耐圧）にする 
●アンテナ側の万全な対策でインターフェアを発生させない（これが難しい） 
●S/Nがよく、相手の信号が浮かび上がるように聞こえるアンテナ・システムにする 
●1.8MHz、1.9MHzの両方に使えるようにする 
以上、欲張り５項目です。 
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１．１６０ｍ用シャント・フィード・アンテナの構造 
筆者のタワー（KT18R）の最上部には、AFA-40（7MHz用 2エレ）と CD78Jr（3.5MHz用ダイポ
ール）が取り付けてあります。これらを 160m用アンテナのトップ・ロードに利用し、マッチング方式
はγマッチ、シャント・フィード・ラインをアンテナ・エレベータの上部（タワーのトップ）に接続し、

タワーとシャント・フィード・ラインの間隔を調整できる仕組みです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1 160m用シャント・フィード・アンテナの構造図 
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写真 1 完成したシャント・フィード・アンテナ 

 



１．シャント・フィード・ラインの取り付け 
 
 シャント・フィード・ラインはタワーのエレベータ上部に取り付けたシャント・フィード・アームに

吊るす方法です（写真４）。シャント・フィード・アームは筆者宅に保存されていた L 型アルミ・アン
グルを加工して製作しました（写真２、写真３）。シャント・フィード・アームの取り付けは、マスト・

ベアリングの取り付けネジを利用し、マスト・ベアリングの下側に取り付けます。アームの長さは約１

ｍです。写真５は、筆者が加工しタワーに取り付けたシャント・フィード・アームです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2 ｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ｱｰﾑの加工途中         写真 3 完成したｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ｱｰﾑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4 ｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ﾗｲﾝ吊り下げ部         写真 5 ｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ｱｰﾑとﾗｲﾝの取り付け 
 
シャント・フィード・ラインは、物入れで眠っていた 75Ωの同軸ケーブル（5C－2V）にM型コネクタ
ーを半田付けして、シャント・フィード・アームに接続しています（写真 5）。風でシャント・フィード・
ラインが揺れても、断線しないように芯線も網線も、しっかりと半田付けしておきます。 
 
２．シャント・フィード・ラインの保護装置 
 シャント・フィード・ラインの大敵は風です。強風が吹いてもシャント・フィード・ラインの揺れを

防止し、タワーとシャント・フィード・ラインの間隔を常に一定に保つ、シャント・フィード・ライン

保護装置を 4箇所に設けました。塩ビ・パイプを利用して伸縮できるようにしています。先端には、ホ
ーム・センターで入手したアイボルトをねじ込み、シャント・フィード・ラインをこの穴に通す構造で

す（写真 6）。 

  

  



タワーへの取り付けは、図 2に示すように、タワーの支柱に工場出荷時から空いているΦ8mmの穴に、
100mm 長のボルトを固定し、そのボルトにシャント・フィード・ライン保護装置を差し込むようにし

ました。実際タワーに取り付けた様子は、写真 7を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シャント・フィード・ラインは弛まないように、地中に打ち込んだ杭にバネを付けて、碍子を介して常

写真 6 伸縮式ｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ﾗｲﾝ保護装置 

タワーの支柱

Φ8mm　100mmボルト

固定ネジ

塩ビ・パイプ

 

図 2 ｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ﾗｲﾝ保護装置のタワー取り付け 

写真 7 タワーに取り付けた伸縮式 ｼｬﾝﾄ・ﾌｨｰﾄﾞ・ﾗｲﾝ保護装置 

 

 



に下方へ引っ張る仕組みにしています（写真 8）。この方法だと少々の風が吹いても、シャント・フィー
ド・ラインはピンと張っています。風で揺れることもなく、インピーダンスを安定させることができま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地上 20cmでマッチング・ユニットに接続してい 

ます。私有地内なので人が立ち入ることはありませんが、 
万一のことを考え、2階のシャックから常に見える位置 
で、家族が通らないエリアにシャントフィード・ライン 
をドロップしました。 
 家族には、許可を得ず立ち入ることを禁ず！と伝え 
ています。昼間、160mを運用することは試験 
電波の発射ぐらいで、実際運用しないことから、安全 
柵を設けることはしませんでした。また、電波防護の 
指針を守る位置にタワーは建設されています。 
 
 
 
 

写真 8 シャント・フィード・ラインの地上部固定方法 

写真 9 タワー下部のマッチング・ユニット 

 

 



３．調整（共振させる）作業 
 アンテナの調整でなによりも大切なことは、使用する周波数に共振させることです。 
 ●シャント・フィード・ラインとタワーの間隔を広げると、誘導性リアクタンスが大きくなり、逆に

近づけると小さくなります。 
 ●シャント・フィード・ラインを短くする（シャント・フィード・アームを低く設置する）と、誘導

性リアクタンスが小さくなり、逆に長くすると大きくなります。 
 ●シャント・フィード・ラインを太くすると、誘導性リアクタンスが大きくなり、逆に細くすると小

さくなります。 
調整の方法として、シャント・フィード・ラインの長さ、太さ、タワーとの間隔を変化させることで調

整ができます。筆者は、最も簡単な方法を選び、タワーとシャント・フィード・ラインの間隔を調整す

ることにしました。 
写真 12は、共振点を調整している様子です。太さは 5C-2Vの網線の直径、長さは 18m、タワーとの間
隔は約 70cm にして、MFJ269 で測定すると、おおよそ 168pF のコンデンサを給電部に挿入すること
で、1750KHｚ～1950KHzの範囲でリアクタンス値がゼロを示し、共振していることが確認できした。
この時のインピーダンスは 1815KHzで 141Ω、1911KHzで 184Ωです。写真 10、写真 11共にリアク
タンスの値（Ｘｓ）はゼロ（共振している状態）を示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 12は、共振に最適な容量を見つけ出すため 
に、バリコン（VC）を可変させ共振点とその周 
波数を確認している様子です。中心周波数を 1850 
KHz近辺にすべく、タワーとシャント・フィ 
ード・ラインの間隔を調整し、バリコンを回転させ 
追い込んでいきます。間隔を狭くすると共振周波 
数は下がり、間隔を広げると共振周波数は上がりま 
す。タワーへの昇り降りがつらい作業です。 
 
 
 

写真 10 1.8MHzでの測定状況 写真 11 1.9MHzでの測定状況 

写真 12 最適な容量を測定している様子

  

 



４．インピーダンス整合 
 共振の調整を終えると、次はインピーダンス整合です。筆者が考案したマルチ・アンアンを今回も採

用することにしました。MFJ269で測定した結果から１対３又は１対４の変換でうまく整合できること
が読み取れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マルチ・アンアンに使うコアーは、サトー電気（町田）で購入した、FT-240#67（μＳ：40）を使いま
す。磁気飽和しないようにμＳ値の小さな材質のコアーを選び、大電力にも耐えられるよう大型のコア

ーにしました。このコアーにΦ2mmの錫メッキ線とテフロン・チューブを使い製作します（写真 13）。 
マルチ・アンアンは、IN・OUTの巻き数を 2乗して、変換比率を求めることができます。上記図 3の
例だと、INが 4回、OUTが 8回、それぞれを 2剰すると、（16：64）＝（1：4）の変換トランスとし
て動作します。IN 側が 50Ωなら OUT 側が 200Ωで使えるということです。この、マルチ・アンアン
は共振しているアンテナなら、どのようなアンテナでも簡単にインピーダンス・マッチングさせること

ができ、SWRを 1.0に追い込むことができます。 
 
                      写真 14は運用テスト中のマッチング・ユニット 

です。 
                      このユニットを使って 

１）受信性能の測定 
                       ２）送信性能の測定 
                       ３）インターフェアのチェック 
                       ４）他のアンテナ・システムへの影響 
                      を丹念に調べます。そして、改善点があれば、改善 

目標を定め改善作業を行います。 
                      コンデンサは 10pF～500pFに可変できる 

耐圧 5KVのバキューム・コンデンサを使いました。 
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写真 13 筆者考案のマルチ・アンアン 図 3 マルチ・アンアンの回路図 

写真 14 真空バリコンとマルチ・
アンアンを防雨ケースに収納 

 

 



５．シャント・フィード・アンテナの特性 
 
 表 1が晴天時に測定した 160m用シャント・フィード・アンテナの SWR特性です。1.8MHz帯でも
1.9MHz帯でも SWR値は低く、全く問題なく利用できることがこの表からも判ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JRL-3000Fのアンテナ・チューナを利用してチューニングを取ると、リニアアンプの SWRメータは
常に 1.0で静止し、ピクリとも動きません。設計通りの出来栄えに大満足です。 
 
 
６．インターフェア対策 
 
 最近アマチュア局が発射する HF の電波で、TV やラジオなど電波を利用する装置への悪影響は、各
種技術の進歩に伴い少なくなっているように感じますが、暮らし方の変化に伴い電波を利用しない装置

への悪影響が逆に増えているように筆者は感じています。我が家でも、2F に設置したインターフォン
が特定の周波数に限り鳴り出すことや、お風呂のジャグジーの電源が ONになる珍事が過去に発生しま
した。（アンテナの調整で現在このような珍事は全くありません） 
 160m バンドのアンテナは、広範囲にわたり屋内配線や商用電力配線や電話線などから影響を受けま
す。電波を発射した時には逆に悪影響を与えることが容易に予想できます。筆者の過去の経験と体験か

ら、電場を均等にするか（電位の勾配を少なくする）、歪んでいる電場（場の回転や場の発散に伴うベ

クトルの歪み）を強制的に補正すことで多くの問題が改善されました。 
例えば、 
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表 1 シャント・フィード・アンテナの SWR値 



 ●傾斜型やＶ型エレメントなら水平にする。エレメントは折曲げない。 
 ●同軸や電線の RFを測定し、感知できればコアーで止める。 
 ●影響を受けている物、与えている物からアンテナをなるべく離す。（地上高を高くするのが最適） 
 ●SSBを使わない。FMや AMを使う。（影響は与えているが、被害を感じさせない） 
 ●平衡型アンテナにγマッチで給電しない。 
 ●なるべくアンテナ単体で共振させる。できればビームアンテナを使う。 
などが効果的でした。 
今回筆者は、過去の経験に基づき、給電部に自作のフロート・バラン（コモン・モード・フィルター）

を念のために挿入し対策を済ませました。市販されているコモン・モード・フィルターでは、波長 160m
での効き具合に不安が残るため自作しました。使うコアーは、FT-114#77（μＳ：2000）を 10 個使用
します。1個のコアーに 1.5D2Vの同軸を 4回巻いて製作しました。（写真 15）。1個のコアーで約 500
Ωのインピーダンスを示し、10個ならべることで約 5ｋΩのハイ・インピーダンスを形成します。進行
波に対してこのコモン・モード・フィルターは、何ら影響を与えません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 15 160m用コモン・モード・フィルター 



６．使用感 
  以前、落成検査のために作成したスローパ・アンテナにはオメガ・マッチを用いましたが、バンド

幅は狭く周波数をかえる度に調整が必要で、1.8MHz帯と 1.9MHz帯を行き来することはできませんで
した。どちらかと言えば、1.8MHz帯専用のアンテナでダミーロード風といっても過言ではありません。
今回、製作したシャント・フィード・アンテナは、無調整でどちらのバンドにも利用できます。よく伝

わり、よく聞こえるアンテナで、ローバンド実践派風と言えます。帯域が広いのは、後で解説する本ア

ンテナの最大の特長に加え、筆者が考案したマルチ・アンアンによるインピーダンス・マッチングが功

を奏して、このような結果を導いたと思われます。 
 
 デジタル式の無線機に繋ぎ人に優しい機械仕掛けで受信させると、なかなか良い感じで信号を拾い上

げてくれます。バンド・スコープの画面を見てもノイズレベルが低く、受信している信号が際立ちモニ

タ上で見ることができます（写真 16）。パイル状態は別として、聞こえる信号を呼ぶとすぐに応答があ
ります。 
160mを半ば諦めていた筆者には大満足です。 
 余談ですが、BCバンドをこのアンテナで聴くと、まるで FMラジオを聞いているのと同じように、
中波の放送が聞こえてきます。594KHzを発射している某放送局の信号は強く、59+40dBで受信します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 16 1908KHzを受信中のバンド・スコープ画面（IFアンプ ONの状態） 



７．まとめ 
 
 垂直系アンテナは、大地の役割が重要で、アースが不十分だと効率のよいアンテナとして動作してく

れません。幸いにも筆者宅では接地抵抗が 3.8Ωと、とても低い値が得られたことが主因で、今回はよ
い結果を導くことができたと思います。 
また、垂直系アンテナの弱点として 
●インターフェアに弱い（インターフェアが発生しやすい） 
●外来ノイズに弱い 
と筆者は先入観を持っていましたが、実際運用に使用してみるとそのように感じることはありません。

使用する周波数にしっかりと共振させ、インターフェアの対策も通常行う対策をしておけば、他のアン

テナと同等、或いは勝る性能を発揮してくれそうです。 
長所は、 
 ●狭い敷地面積で建設できる 
 ●打上角が低い（遠距離通信向き） 
です。 
 今回の工程を振り返り、図 1や写真 17を眺めていると、今回製作したシャント・フィード・アンテ
ナはフォールデッド・ダイポール・アンテナにヒゲ（CD78Jr や AFA-40）を付け垂直にして、片方を
切り落とし大地にその肩代わりをさせたアンテナとも言えます。フォールデッド・ダイポール・アンテ

ナのインピーダンスは 300Ω、その 1/2は 150Ωです。このアンテナのインピーダンスも 150Ω近辺で
す。また、帯域幅が広く、ノイズに強いのも、高利得なのも、大地を利用したハーフ・フォールデッド・

ダイポール・アンテナだからだと思われます。 
人類が電波を発見してから 100年余り、アンテナには不思議なことがまだまだ沢山残されているのだと
思います。アマチュアならではの発想で、不思議な電波の操り方を探究し続けたいものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 17 筆者のアンテナ群 タワーに沿ったケーブルが 160m用アンテナ 


